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【第2回臨時会（令和7年 5月 9日招集　会期 1日間）】
■一般行政報告（菊池村長）

報告事項 報告内容
１．�工事請負契約等の締結に

ついて
令和 7 年第 1 回村議会定例会（3 月 10 日）以降の工事等発注状況（工事金額
等が議決要件に満たないもの）について（別表 1 のとおり）

２．寄附の受納について 令和 7 年 3 月 1 日から 3 月末日までの寄附の受納状況
・ふるさと応援寄附金　40 件　91 万 5 千円

■審議された議案等と審議結果
議案番号 議案等 議案等の内容 審議結果

承認第 1 号 専決処分した事件の承認を求
めることについて

令和 6 年度国民健康保険事業特別会計補正予算
（第 5 号）
被保険者に係る医療費の増加に伴う給付費用の増
額補正の専決処分について審議しました。

（補正額）606 万 2 千円
（補正後予算総額）1 億 1,903 万円 6 千円

原案承認

承認第 2 号 専決処分した事件の承認を求
めることについて

令和 7 年度一般会計補正予算（第 1 号）
活性化センターリムの調理機器の更新に係る増額
補正の専決処分について審議しました。

（補正額）56 万 7 千円
（補正後予算総額）28 億 9,956 万円 7 千円

原案承認

議案第 1 号 西興部村税条例の一部を改正
する条例の制定について

地方税法の一部を改正する等の法律の施行に伴
う、条例の一部改正について審議しました。

原案可決

議案第 2 号 西興部村国民健康保険税条例
の一部を改正する条例の制定
について

国民健康保険税率の一部改正及び国民健康保険法
施行令の一部を改正する政令の施行に伴う、条例
の一部改正について審議しました。

原案可決

議案第 3 号 令和 7 年度西興部村一般会計
補正予算案について

一般会計補正予算（第 2 号）
村内の農業者が実施するバンカーサイロの補修経
費に対する補助金などの経費に係る増額補正につ
いて審議しました。

（補正額）206 万円 6 千円
（補正後予算総額）29 億 163 万円 3 千円

原案可決

【第2回定例会（令和7年 6月 6日招集　会期 4日間　＊ 1日間で議了）】
■一般行政報告（菊池村長）

報告事項 報告内容
１．�工事請負契約等の締結に

ついて
令和 7 年第 2 回村議会臨時会（5 月 9 日）以降の工事等発注状況（工事金額
等が議決要件に満たないもの）について（別表 2 のとおり）

２．寄附の受納について 令和 7 年 4 月 1 日から 5 月末日までの寄附の受納状況
・ふるさと応援寄附金　62 件　146 万 6 千円

３．諸要望について 去る 5 月 27 日、西紋別地区総合開発期成会において、オホーツク総合振興
局、網走開発建設部に対して次の事項を要望しました。
　①国道 239 号線天北峠の視距改良工事の早期完成について
　②主要道道遠軽雄武線（上藻地区）の整備促進について
　③道営草地畜産基盤整備事業（草地整備型）の推進について
　④�中藻興部・興部線の携帯電話不感地帯における緊急通報体制の整備につ

いて
同じく 5 月 27 日、高規格道路旭川・紋別自動車道早期建設促進期成会において、
網走開発建設部に対して次の事項を要望しました。

議会通信
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　○旭川・紋別自動車道の事業推進
　・「遠軽～上湧別道路」の整備促進について
　・「上湧別～紋別」間の調査促進について

■審議された議案等と審議結果
議案番号 議案等 議案等の内容 審議結果

報告第 1 号 令和 6 年度西興部村一般会計
繰越明許費繰越計算書の報告
について

下記の 4 事業について、繰越計算書の報告を受け
ました。※（  ）は翌年度繰越額
①低所得者世帯支援給付金（拡大分）
　（897 万 2 千円）
②地域振興券発行事業補助金（0 円）
③札滑排水路更新工事（2,000 万円）
④活性化センターリム温水機取替工事
　（1,650 万円）

報告事項の
ため、採決
はありませ
ん

同意第 1 号 西興部村教育委員会教育長の
任命につき同意を求めること
について

現教育長の飯束亨氏が6月30日で任期満了となる
ため、引き続き教育長に任命することに同意しま
した。

原案同意

議案第 1 号 西興部村知的障害者福祉寮設
置及び管理条例の一部を改正
する条例の制定について

知的障害者福祉寮 2 号（通称ピア 2）について、福
祉寮としての役割を終え閉鎖したことに伴う条例
の一部改正について審議しました。

原案可決

議案第 2 号 工事請負契約の締結について 去る 6 月 4 日に指名競争入札を実施した、「中興部
六興線道路改良工事」について、条例で定める金
額を超えることから、下記の内容について審議し
ました。

（契約の目的）中興部六興線道路改良工事
（契約の方法）指名競争入札方式による落札
（契約の金額） 5,720 万円
（契約の相手側）
 紋別郡西興部村字西興部 43 番地
 美田建設工業株式会社
 代表取締役社長　美田　大輔

原案可決

議案第 3 号 業務委託契約の締結について 去る 6 月 4 日に見積合わせを実施した、「自治体情
報システム標準化移行業務」について、条例で定
める金額を超えることから、下記の内容について
審議しました。

（契約の目的）自治体情報システム標準化移行業務
（契約の方法）見積合わせによる随意契約
（契約の金額） 6,253 万 9,620 円
（契約の相手側） 
 旭川市緑が丘東 1 条 4 丁目 2 番 14 号
 株式会社　コンピューター・ビジネス
 代表取締役社長　阿久津　秀人

原案可決

議案第 4 号 令和 7 年度西興部村一般会計
補正予算案について

一般会計補正予算（第 3 号）
ふるさと納税の返礼品開発等を支援するための補
助金や公営企業会計に対する繰出金などの経費に
係る増額補正のほか、地方債の限度額の変更につ
いて審議しました。

（補正額）840 万円 3 千円
（補正後予算総額）29 億 1,003 万円 6 千円

原案可決

議案第 5 号 令和 7 年度西興部村簡易水道
事業補正予算案について

簡易水道事業会計補正予算（第 1 号）
資本的収入及び支出において、市街地の配水管布
設工事に係る経費の増額補正について審議しまし
た。

【資本的支出】
（補正額）180 円 4 千円
（補正後予算総額）5,403 万円 9 千円

原案可決
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議案番号 議案等 議案等の内容 審議結果
議案第 6 号 令和 7 年度西興部村下水道事

業補正予算案について
下水道事業会計補正予算（第 1 号）
収益的収入及び支出において、処理場の曝気装置
分解整備工事に係る経費などの増額補正について
審議しました。

【収益的収入及び支出】
（補正額）361 万円 7 千円
（補正後予算総額）1 億 691 万 7 千円

原案可決

発議第 1 号 ゼロカーボン北海道の実現に
資する森林・林業・木材産業
施策の充実・強化を求める意
見書について

北海道の森林を将来の世代に引き継ぎ、環境への
負荷の少ない循環型社会を形成するための、活力
ある森林づくりや道産木材の利用、ゼロカーボン
北海道の実現に資する森林・林業・木材産業施策
の充実・強化を図ることを国に求める意見書につ
いて議会として提案しました。

（提出者）島田　博輝議員
（賛成者）大友　浩芳議員

原案決定

別表１　工事請負契約の締結について
入札等
執　行
年月日

工　事　名　等 相　手　側 締　結
年月日

工期限
年月日

契約金額
（円）

予定価格
（円）

R7.4.1 し 尿 収 集 運 搬 業 務 委 託 ㈱ 三 和 建 設 R7.4.1 R8.3.31 2,563,000 2,576,200

R7.4.1 住 民 基 本 台 帳 ネ ッ ト ワ ー ク
シ ス テ ム 更 改 業 務

㈱コンピューター
・ ビ ジ ネ ス R7.4.1 R7.6.30 6,947,270 6,958,270

R7.4.1 総 合 行 政 シ ス テ ム
保 守 管 理 業 務 　 そ の 1

㈱コンピューター
・ ビ ジ ネ ス R7.4.1 R7.6.30 1,561,890 1,561,890

R7.4.1 西 興 部 村 下 水 道 終 末
処 理 場 維 持 管 理 業 務

㈱ ク リ タ ス
北 海 道 支 店 R7.4.1 R8.3.31 14,784,000 16,170,000

R7.4.1 マ ン ホ ー ル ポ ン プ 所
維 持 管 理 委 託 業 務

㈱ ク リ タ ス
北 海 道 支 店 R7.4.1 R8.3.31 1,689,600 1,845,800

R7.4.3 中 学 校 教 師 用 デ ジ タ ル
教 科 書 ・ 指 導 書 購 入 田 村 商 店 R7.4.3 R7.4.25 2,434,190 2,434,190

R7.4.7 開 村 1 0 0 年 森 林 公 園
イ ベ ン ト （ ス テ ー ジ ）

㈱ ゼ ロ エ ン タ ー
テ イ メ ン ト R7.4.7 R7.5.31 3,630,000 3,630,000

R7.4.10 活 性 化 セ ン タ ー リ ム
大 浴 場 シ ャ ワ ー 取 替 工 事 天 内 工 業 ㈱ R7.4.10 R7.6.30 2,915,000 3,025,000

R7.4.10 活 性 化 セ ン タ ー リ ム
客室ウォシュレット取替工事 ㈱ 菅 原 設 備 工 業 R7.4.10 R7.6.30 4,010,600 4,111,800

R7.4.10 活 性 化 セ ン タ ー リ ム
客 室 電 気 工 事 島 田 電 気 商 会 R7.4.10 R7.6.30 4,510,000 4,636,500

R7.4.10 活性化センターリム食器購入 ㈱ 中 村 陶 苑 R7.4.10 R7.6.30 1,650,000 1,650,000

R7.4.10 活 性 化 セ ン タ ー リ ム
ろ 過 機 補 修 天 内 工 業 ㈱ R7.4.10 R7.6.30 990,000 1,025,200

R7.4.11 令 和 7 年 度 西 興 部 村
施 設 保 全 支 援 業 務

（一財）北海道建
設 技 術 セ ン タ ー R7.4.11 R7.12.26 2,420,000 2,475,000

R7.4.17 河 川 一 般 維 持 工 事 ㈱ 郡 土 木 R7.4.17 R7.8.20 3,025,000 3,102,000
R7.4.17 村 道 維 持 舗 装 工 事 ㈱ 大 西 組 R7.4.17 R7.9.10 3,487,000 3,564,000
R7.4.17 村 道 一 般 補 修 工 事 ㈱ 大 西 組 R7.4.17 R7.9.10 2,937,000 3,003,000
R7.4.17 道 路 路 面 整 正 委 託 業 務 ㈱ 大 西 組 R7.4.17 R7.8.20 4,037,000 4,125,000
R7.4.17 林 道 路 面 整 正 委 託 業 務 ㈱ 大 西 組 R7.4.17 R7.8.20 1,562,000 1,617,000
R7.4.17 上興部単身者住宅内装改修工事 ㈱ 郡 土 木 R7.4.17 R7.7.10 1,914,000 1,958,000

R7.4.23 開 村 1 0 0 周 年 記 念 式 典
総 合 プ ロ デ ュ ー ス 委 託 業 務 MUSIC SATELLITE R7.4.23 R7.12.26 2,290,000 2,298,050

R7.4.23 人材確保SNS広告配信委託業務 ㈱ 北 映
N o r t h e r n  F i l m s R7.4.23 R8.1.30 3,135,000 3,135,000
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別表２　工事請負契約の締結について
入札等
執　行
年月日

工　事　名　等 相　手　側 締　結
年月日

工期限
年月日

契約金額
（円）

予定価格
（円）

R7.5.22 西 興 部 忍 路 子 線 道 路
改 良 工 事 （ 法 面 工 ） 美 田 建 設 工 業 ㈱ R7.5.26 R7.11.27 43,230,000 44,154,000

R7.5.22 中 興 橋 撤 去 工 事
用 地 測 量 委 託 業 務

太 平 洋 総 合
コ ン サ ル タ ン ト
㈱ 北 見 支 店

R7.5.22 R7.9.10 2,365,000 2,486,000

R7.5.22 天北跨線橋更新工事（舗装工） ㈱ 大 西 組 R7.5.26 R7.10.10 7,535,000 7,678,000

R7.5.22 経 営 戦 略 策 定 委 託 業 務 ㈱ 日 水 コ ン
北 海 道 支 所 R7.5.22 R8.2.20 6,600,000 7,062,000

R7.5.22 道 路 占 用 物 件
基 礎 調 査 委 託 業 務

㈱ 中 神 土 木
設 計 事 務 所 R7.5.22 R7.8.29 2,112,000 2,233,000

R7.5.22 下 水 道 終 末 処 理 場 水 処 理 棟
耐 震 診 断 委 託 業 務

㈱ 日 水 コ ン
北 海 道 支 所 R7.5.22 R8.2.20 15,400,000 16,577,000

R7.5.22 下 水 道 終 末 処 理 場 非 常 用
自 家 発 電 機 更 新 実 施 設 計

㈱ 日 水 コ ン
北 海 道 支 所 R7.5.22 R8.2.20 3,410,000 3,740,000

R7.5.22 つ く し 保 育 所 屋 根 塗 装 工 事 ㈱ 大 西 組 R7.5.22 R7.8.29 2,860,000 2,937,000

R7.5.22 七 重 団 地 公 営 住 宅
屋 上 防 水 改 修 工 事 美 田 建 設 工 業 ㈱ R7.5.22 R7.8.25 15,730,000 16,104,000

R7.5.22 つくし保育所トイレ改修工事 ㈱ 菅 原 設 備 工 業 R7.5.22 R7.7.10 1,056,000 1,100,000

R7.6.4 道 路 施 設 草 刈 委 託 業 務 ㈱ 大 西 組 R7.6.4 R7.8.29 2,090,000 2,145,000

R7.6.4 林 道 ガ ー ド ケ ー ブ ル
等 草 刈 委 託 業 務 ㈱ 大 西 組 R7.6.4 R7.8.29 1,743,500 1,782,000

R7.6.4 消 火 栓 更 新 工 事 ㈱ マ ル コ ウ R7.6.4 R7.10.30 3,949,000 4,290,000

R7.6.4 西 興 部 村 橋 梁 点 検 委 託 業 務 ㈱ 中 神 土 木
設 計 事 務 所 R7.6.4 R7.11.10 13,838,000 14,773,000

R7.6.4 ス マ ー ト メ ー タ ー 設 置 工 事 ㈱ マ ル コ ウ R7.6.4 R7.10.30 1,683,000 1,837,000

入札等
執　行
年月日

工　事　名　等 相　手　側 締　結
年月日

工期限
年月日

契約金額
（円）

予定価格
（円）

R7.4.25 合 併 浄 化 槽 清 掃 委 託 業 務 ㈱ 三 和 建 設 R7.4.25 R7.7.31 1,226,500 1,228,480

R7.4.28 和 太 鼓 修 繕 小 国 産 業 ㈱ R7.4.28 R7.7.31 1,136,300 1,136,520

R7.4.30 戸 籍 ・ 戸 籍 附 票 標 準 準 拠
シ ス テ ム 移 行 業 務

富 士 フ イ ル ム
システムサービス
㈱ 公 共 事 業 本 部
北 海 道 支 店

R7.4.30 R8.3.31 11,770,000 11,770,000

R7.4.30 戸 籍 総 合 シ ス テ ム
機 器 更 改 業 務

富 士 フ イ ル ム
システムサービス
㈱ 公 共 事 業 本 部
北 海 道 支 店

R7.4.30 R7.10.31 2,867,700 2,867,700

R7.4.30 氏 名 の 振 り 仮 名
通 知 書 作 成 業 務

富 士 フ イ ル ム
システムサービス
㈱ 公 共 事 業 本 部
北 海 道 支 店

R7.4.30 R7.9.30 1,816,606 1,816,606

R7.5.8 マ ン ホ ー ル ポ ン プ
分 解 整 備 工 事

㈱ ク リ タ ス
北 海 道 支 店 R7.5.8 R8.2.20 4,620,000 4,807,000

R7.5.8 汚 泥 脱 水 機 分 解 整 備 工 事 ㈱ ク リ タ ス
北 海 道 支 店 R7.5.8 R8.2.20 2,640,000 2,750,000

R7.5.8 道 の 駅 遊 具 取 壊 し 工 事 ㈱ 大 西 組 R7.5.8 R7.8.31 3,795,000 3,883,000

R7.5.8 林 道 維 持 工 事 ㈱ 大 西 組 R7.5.8 R7.8.20 1,672,000 1,749,000
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第
二
回
定
例
会

一
般
質
問

■
外
国
人
の
就
労
支
援
に
つ
い
て

�

（
質
問
者　

吉
水
一
男
議
員
）

外
国
人
の
就
労
支
援
つ
い
て
ご
質
問

い
た
し
ま
す
。

令
和
七
年
四
月
末
の
村
の
総
人
口
は

九
三
九
人
で
あ
り
、
そ
の
う
ち
外
国
人

登
録
者
数
は
四
五
人
と
な
っ
て
い
る
よ

う
で
す
。
差
し
引
き
し
ま
す
と
八
九
四

人
と
な
り
ま
す
。
外
国
人
登
録
し
て
い

る
方
は
数
年
で
村
を
離
れ
る
方
が
大
半

で
あ
り
ま
す
。

第
五
期
村
の
総
合
計
画
で
人
口
は

一
、
〇
〇
〇
人
を
確
保
す
る
こ
と
を
目

標
と
し
て
い
ま
す
。

ま
っ
た
く
異
存
の
な
い
と
こ
ろ
で
あ

り
何
と
か
一
、
〇
〇
〇
人
を
維
持
で
き

る
よ
う
に
私
も
協
力
で
き
る
こ
と
は
協

力
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま

す
。
し
か
し
定
住
者
を
確
保
す
る
こ
と

は
な
か
な
か
厳
し
い
の
が
現
状
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。

現
在
、
村
内
の
事
業
所
で
は
就
労
者

の
確
保
が
非
常
に
難
し
い
と
聞
い
て
お

り
、
そ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
外
国
人
を

受
け
入
れ
て
業
務
を
行
っ
て
い
る
と
伺

っ
て
お
り
ま
す
。

外
国
人
を
受
け
入
れ
て
い
る
事
業
所

で
困
っ
て
い
る
こ
と
は
な
い
の
か
と
伺

っ
た
と
こ
ろ
、
日
本
語
の
習
得
と
住
宅

の
確
保
と
お
っ
し
ゃ
っ
て
お
り
ま
す
。

私
は
、
村
内
の
事
業
所
の
現
状
で
は

外
国
人
の
方
の
力
を
借
り
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
と
考
え
て
お
り
、
外
国
人
を
雇

用
し
て
い
る
事
業
所
の
実
態
を
把
握
し

村
で
支
援
で
き
る
こ
と
は
な
い
の
か
、

村
長
は
ど
の
よ
う
に
お
考
え
な
の
か
お

伺
い
し
ま
す
。

�

（
答
弁　

菊
池
村
長
）

た
だ
い
ま
の
、
吉
水
議
員
の
ご
質
問

に
お
答
え
い
た
し
ま
す
。

全
国
的
に
少
子
高
齢
化
と
人
口
減
少

が
進
行
す
る
中
、
労
働
力
不
足
や
専
門

人
材
の
確
保
が
大
き
な
課
題
と
な
っ
て

お
り
、
外
国
人
労
働
者
の
必
要
性
は

益
々
高
ま
っ
て
お
り
ま
す
。

令
和
六
年
一
〇
月
末
時
点
の
厚
生
労

働
省
の
デ
ー
タ
に
よ
れ
ば
、
外
国
人
労

働
者
数
は
約
二
三
〇
万
人
と
過
去
最

多
を
記
録
し
、
前
年
か
ら
約
二
五
万

人
（
一
二
・
四
％
）
増
加
し
て
お
り
ま

す
。
国
籍
別
で
は
、
ベ
ト
ナ
ム
、
中

国
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
が
上
位
を
占
め
て
お

り
、
外
国
人
労
働
者
は
全
国
多
く
の
地

域
で
必
要
不
可
欠
な
問
題
と
な
っ
て
お

り
ま
す
。

本
村
に
お
き
ま
し
て
も
、
本
年
五
月

一
日
現
在
で
総
人
口
九
三
九
人
の
う
ち

外
国
人
登
録
者
は
四
五
名
で
あ
り
、
国

別
で
は
ベ
ト
ナ
ム
三
三
名
、
ミ
ャ
ン
マ

ー
六
名
、
ア
メ
リ
カ
三
名
、
フ
ィ
リ
ピ

ン
二
名
、
台
湾
一
名
と
な
っ
て
お
り
ま

す
。
就
労
先
は
、
特
別
養
護
老
人
ホ
ー

ム
が
六
名
、
清
流
の
里
八
名
、
楽
器
工

場
八
名
、
酪
農
が
六
戸
で
一
七
名
と
な

っ
て
お
り
ま
す
。

こ
う
し
た
中
、
農
業
、
福
祉
、
製
造

と
い
っ
た
基
幹
産
業
を
支
え
る
た
め
に

は
、
今
後
も
外
国
人
労
働
者
の
存
在
が

不
可
欠
で
あ
り
、
地
域
の
持
続
可
能
性

や
人
口
の
維
持
に
も
つ
な
が
る
重
要
な

課
題
で
あ
る
と
認
識
し
て
お
り
ま
す
。

ご
質
問
の
事
業
所
の
実
態
把
握
と
村

で
支
援
で
き
る
こ
と
に
つ
い
て
で
あ
り

ま
す
が
、
ご
指
摘
の
と
お
り
、
村
内
事

業
所
で
は
外
国
人
労
働
者
の
受
け
入
れ

が
年
々
増
加
し
て
お
り
、
特
に
人
材
不

足
が
深
刻
な
分
野
に
お
い
て
、
そ
の
存

在
は
極
め
て
重
要
で
す
。

村
で
は
、
外
国
人
労
働
者
の
受
け
入

れ
状
況
や
課
題
の
把
握
に
努
め
て
お

り
、
特
に
「
日
本
語
の
壁
」
や
「
住
ま

い
の
確
保
」
に
つ
い
て
は
共
通
の
課
題

と
し
て
受
け
止
め
て
お
り
ま
す
。

日
本
語
習
得
に
向
け
た
支
援
つ
い
て

は
、
外
国
人
へ
の
日
本
語
教
育
お
よ
び

研
修
体
制
は
各
事
業
所
毎
に
取
り
組
み

を
行
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

清
流
の
里
に
お
い
て
は
、
札
幌
市
の

外
国
人
支
援
団
体
「
し
ー
ぽ
ー
と
」
と

連
携
し
、
日
本
語
教
育
に
加
え
、
外
国

人
職
員
の
メ
ン
タ
ル
サ
ポ
ー
ト
も
実
施

し
て
お
り
、
こ
れ
ら
の
支
援
活
動
に

は
、
一
時
間
あ
た
り
七
、
〇
〇
〇
円
の

研
修
費
を
負
担
し
て
い
る
と
聞
い
て
お

り
ま
す
。

ま
た
、
興
楽
園
で
は
、
人
材
派
遣
会

社
に
よ
る
日
本
語
能
力
試
験
に
特
化
し

た
テ
キ
ス
ト
研
修
の
ほ
か
、
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
を
活
用
し
た
研
修
を
実
施
し
、

両
施
設
と
も
日
本
語
検
定
試
験
の
受
験

に
伴
う
旅
費
を
支
給
し
対
応
し
て
い
る

と
こ
ろ
で
す
。

次
に
人
材
確
保
に
向
け
た
支
援
と
し

て
は
、「
に
し
お
こ
っ
ぺ
福
祉
会
人
材

確
保
対
策
助
成
事
業
」
と
し
て
、
外
国

人
技
能
実
習
生
に
対
し
、
初
年
度
七
八

一
、
〇
〇
〇
円
、
さ
ら
に
管
理
費
と
し

て
管
理
団
体
に
対
し
年
間
最
大
六
〇
万

円
の
補
助
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

ま
た
、
外
国
人
介
護
人
材
の
育
成
支

援
と
し
て
、「
西
興
部
村
外
国
人
介
護

人
材
育
成
支
援
奨
学
金
給
付
制
度
」
を

設
け
、
学
校
法
人
北
工
学
園
東
川
国
際

文
化
福
祉
専
門
学
校
に
在
籍
す
る
外
国

人
留
学
生
を
対
象
に
、
村
内
の
福
祉
施

設
に
お
い
て
通
算
五
年
間
勤
務
を
希
望

す
る
学
生
に
対
し
、
学
費
、
教
材
費
、

生
活
費
、
資
格
取
得
費
用
な
ど
を
支
援

す
る
も
の
で
あ
り
、
介
護
福
祉
科
一
年

目
・
二
年
目
そ
れ
ぞ
れ
に
応
じ
た
支
援

額
を
奨
学
金
と
し
て
給
付
し
て
お
り
ま

す
。こ

の
ほ
か
「
オ
ホ
ー
ツ
ク
楽
器
工
業

株
式
会
社
技
術
者
確
保
支
援
事
業
」
に

つ
い
て
は
、
同
社
が
雇
用
す
る
技
術
者

に
就
職
準
備
資
金
と
し
て
上
限
一
五
〇

万
円
の
支
援
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

次
に
住
環
境
に
対
す
る
支
援
と
し
て

は
、「
雇
用
促
進
住
宅
建
設
奨
励
補
助

事
業
」
と
し
て
、
外
国
人
も
含
め
た
居

住
環
境
整
備
を
目
的
と
し
た
住
宅
建
設

に
か
か
る
費
用
の
一
部
を
助
成
し
て
お

り
、
一
戸
あ
た
り
二
〇
〇
万
円
、
集
合

住
宅
に
つ
い
て
は
最
大
五
〇
〇
万
円
ま

で
支
援
し
て
お
り
、
ま
た
、
住
宅
改
修

事
業
と
し
て
、
平
成
三
年
に
建
設
さ
れ

た
公
営
住
宅
「
ラ
ベ
ン
ダ
ー
ハ
イ
ム

Ⅰ
」（
全
六
戸
）
を
対
象
に
、
総
額
約

三
二
八
万
円
を
か
け
て
壁
や
床
の
張
替

え
、
設
備
更
新
な
ど
の
改
修
を
実
施

し
、
外
国
人
を
含
む
単
身
者
が
入
居
で

き
る
よ
う
改
修
す
る
予
定
で
す
。

さ
ら
に
、
旧
知
的
障
害
者
福
祉
寮

「
ピ
ア
Ⅱ
」
に
つ
い
て
は
、
オ
ホ
ー
ツ

ク
楽
器
工
業
株
式
会
社
か
ら
の
要
望
を

受
け
、
外
国
人
実
習
生
向
け
の
シ
ェ
ア

ハ
ウ
ス
と
し
て
の
再
活
用
を
行
う
こ
と

と
し
て
、
協
議
を
進
め
て
お
り
ま
す
。

今
後
も
事
業
所
と
連
携
し
な
が
ら
、

住
環
境
の
整
備
と
就
労
支
援
の
両
面
か

ら
、
外
国
人
労
働
者
が
安
心
し
て
暮
ら

し
、
働
く
こ
と
の
で
き
る
生
活
環
境
の

確
保
に
努
め
て
参
り
ま
す
こ
と
を
申
し

上
げ
、
吉
水
議
員
の
質
問
に
対
す
る
答

弁
と
い
た
し
ま
す
。

�

（
再
質
問　

吉
水
議
員
）

ご
答
弁
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。

村
と
し
て
様
々
な
支
援
を
し
て
い
る

と
の
こ
と
で
す
が
、
事
業
者
側
か
ら
見

て
、
そ
の
支
援
が
効
果
的
に
な
っ
て
い
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る
の
で
し
ょ
う
か
？

ま
た
、
日
本
語
の
習
得
に
つ
い
て
、

福
祉
会
で
は
、
清
流
の
里
と
特
養
で
異

な
る
事
業
所
に
お
願
い
し
て
い
る
よ
う

で
す
が
、
そ
れ
ぞ
れ
情
報
の
共
有
は
で

き
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
？

加
え
て
、
楽
器
工
業
や
酪
農
家
に
就

労
さ
れ
て
い
る
方
々
に
つ
い
て
も
、
日

本
語
習
得
の
研
修
は
必
要
で
は
な
い
か

と
思
い
ま
す
け
れ
ど
も
、
い
か
が
で
し

ょ
う
か
？

�

（
再
答
弁　

菊
池
村
長
）

ま
ず
一
点
目
の
、
事
業
所
側
か
ら
見

て
効
果
的
で
あ
る
か
ど
う
か
と
い
う
ご

質
問
で
あ
り
ま
す
。

外
国
人
の
就
労
に
つ
き
ま
し
て
は
、

以
前
か
ら
各
事
業
所
や
企
業
な
ど
か
ら

要
望
を
受
け
た
う
え
で
、
そ
れ
ぞ
れ
対

応
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
の

で
、
十
分
効
果
的
に
な
っ
て
い
る
と
認

識
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

二
点
目
の
日
本
語
の
習
得
に
つ
い
て

で
す
が
、
福
祉
会
で
は
、
清
流
の
里
そ

れ
か
ら
特
養
が
、
外
国
人
の
派
遣
を
別

の
団
体
か
ら
受
け
入
れ
て
お
り
、
そ
れ

ぞ
れ
が
協
議
し
な
が
ら
日
本
語
の
習
得

や
試
験
の
た
め
の
研
修
な
ど
を
実
施
し

て
い
る
と
い
う
状
況
だ
と
思
い
ま
す
の

で
、
福
祉
会
は
一
つ
で
あ
り
ま
す
け
ど

も
、
そ
れ
ぞ
れ
別
の
団
体
か
ら
外
国
人

を
受
け
入
れ
て
い
る
状
況
に
あ
り
ま
す

の
で
、
そ
れ
に
つ
い
て
は
福
祉
会
と
し

て
は
情
報
共
有
が
十
分
さ
れ
て
い
る
も

の
と
認
識
し
て
お
り
ま
す
。

ま
た
三
点
目
の
、
楽
器
工
業
や
酪
農

家
に
つ
い
て
も
、
日
本
語
の
習
得
を
進

め
る
べ
き
で
な
い
か
と
い
う
質
問
で
ご

ざ
い
ま
す
が
、
楽
器
工
業
は
、
こ
こ
に

来
る
ま
で
に
十
分
習
得
し
て
い
る
か
と

思
い
ま
す
し
、
ま
た
酪
農
に
つ
き
ま
し

て
は
、
私
も
以
前
農
協
に
お
り
ま
し
た

け
ど
も
、
も
う
二
五
年
以
上
前
か
ら
外

国
人
を
受
け
入
れ
て
お
り
ま
し
て
、
農

協
側
で
、
月
に
一
～
二
回
、
勉
強
会
等

も
開
催
さ
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
か

と
、
私
が
い
た
時
に
は
、
日
本
語
の
勉

強
や
生
活
面
な
ど
の
勉
強
会
も
し
て
お

り
ま
し
た
の
で
、
そ
う
い
っ
た
形
で
現

在
も
や
っ
て
お
ら
れ
る
か
と
思
っ
て
い

る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

し
か
し
な
が
ら
、
ご
指
摘
の
あ
り
ま

し
た
と
お
り
、
外
国
人
を
受
け
入
れ
て

い
る
事
業
者
や
企
業
と
よ
く
話
を
し
合

い
な
が
ら
課
題
に
対
処
し
、
村
と
し
て

も
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
、
一
人
で
も

多
く
外
国
人
に
来
て
い
た
だ
い
て
、
働

き
、
ま
た
、
安
心
・
安
全
な
生
活
を
し

て
い
た
だ
け
る
よ
う
に
努
め
て
い
き
た

い
と
考
え
て
お
り
ま
す
の
で
ご
理
解
い

た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

�

（
再
々
質
問　

吉
水
議
員
）

現
在
は
、
村
と
事
業
所
と
い
う
関
係

で
そ
れ
ぞ
れ
要
望
を
受
け
て
村
が
対
応

し
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
か
と
思

い
ま
す
。

そ
こ
で
、
事
業
所
同
士
で
、
外
国
人

を
雇
用
す
る
に
あ
た
っ
て
情
報
の
共
有

化
と
い
う
の
が
必
要
で
は
な
い
か
と
思

う
ん
で
す
よ
ね
。
例
え
ば
、
村
で
音
頭

を
と
っ
て
、
事
業
所
や
農
家
か
ら
全
員

と
い
う
わ
け
に
は
い
か
な
い
か
も
し
れ

ま
せ
ん
が
、
そ
の
よ
う
な
情
報
を
共
有

化
す
る
場
を
設
け
て
、
ど
う
し
た
ら
も

っ
と
も
っ
と
村
と
し
て
外
国
人
の
方
に

働
い
て
も
ら
っ
て
、
助
け
て
も
ら
え
る

か
と
、
そ
の
よ
う
な
こ
と
を
考
え
て
は

い
か
が
か
な
と
思
い
ま
す
け
ど
も
、
い

か
が
で
し
ょ
う
か
？

�

（
再
々
答
弁　

菊
池
村
長
）

た
だ
い
ま
の
吉
水
議
員
の
質
問
で
ご

ざ
い
ま
す
け
ど
も
、
村
と
し
て
の
、
日

本
語
も
含
め
た
生
活
面
で
の
関
わ
り
方

に
つ
き
ま
し
て
は
、
昨
年
の
村
主
催
の

地
域
づ
く
り
懇
談
会
に
お
き
ま
し
て

も
、
西
興
部
村
で
生
活
す
る
た
め
に

は
、
や
は
り
独
自
の
部
分
が
あ
る
わ
け

で
す
か
ら
、
一
般
的
な
言
葉
の
習
得
で

す
と
か
、
そ
う
い
っ
た
勉
強
と
は
別

に
、
生
活
面
で
の
説
明
会
の
開
催
や
外

国
人
同
士
ま
た
は
村
民
と
の
交
流
の
機

会
を
設
け
る
べ
き
で
は
な
い
か
と
い
う

意
見
等
も
あ
り
ま
し
た
。

村
の
回
答
と
し
ま
し
て
は
、
先
ほ
ど

申
し
上
げ
ま
し
た
と
お
り
、
酪
農
業
に

つ
い
て
は
、
も
う
か
な
り
古
く
か
ら
受

け
入
れ
て
お
り
ま
す
の
で
、
農
協
主
催

で
年
に
一
回
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
を
や
っ
た

り
、
冬
に
は
酪
農
振
興
会
で
親
睦
会
な

ど
を
開
催
し
た
り
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ

ョ
ン
は
図
ら
れ
て
い
る
の
か
な
と
思
っ

て
お
り
ま
す
。

福
祉
会
に
つ
い
て
は
、
外
国
人
を
受

け
入
れ
て
い
る
の
が
、
こ
こ
二
、
三
年

で
す
よ
ね
。
そ
う
い
っ
た
中
で
は
、
村

と
事
業
所
だ
け
で
は
な
く
、
事
業
所
間

で
情
報
共
有
し
な
が
ら
進
め
て
い
た
だ

き
た
い
で
す
し
、
村
と
し
て
も
引
き
続

き
会
社
側
と
も
十
分
に
協
議
す
る
と
と

も
に
、
役
場
内
部
で
も
検
討
し
な
が

ら
、
外
国
の
方
々
が
こ
の
村
に
住
み
、

就
労
に
努
め
て
い
た
だ
け
る
よ
う
に
取

り
進
め
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
の

で
、
ご
理
解
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま

す
。

　令和7年5月9日に開催した令和7年第2回村議会臨時会において、
タブレット端末の活用がスタートしました。当日は、議案資料の一部
が、紙ではなくデータのみで配付され、議場にいる全員が同じ画面を
共有することができる「ペーパレス会議システム」の機能を活用して
スムーズに進行しました。
　今後も、ペーパレス化とＩＣＴ化を積極的に推進していきます。

村議会においてタブレット端末の村議会においてタブレット端末の
活用がスタートしました !!活用がスタートしました !!
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て
、
ご
み
の
分
別
や
収
集
日
の
確
認
が

手
軽
に
で
き
る
サ
ー
ビ
ス
で
す
。
左
記

Ｕ
Ｒ
Ｌ
か
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
か
ら
、
友
だ
ち

追
加
を
行
い
、
お
住
い
の
地
域
を
設
定

す
る
こ
と
で
利
用
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
ぜ
ひ
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
サ
ー

ビ
ス
は
無
料
で
利
用
で
き
ま
す
が
、
デ

ー
タ
通
信
料
は
利
用
者
の
負
担
と
な
り

ま
す
。

◦
ゴ
ミ
丸
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
公
式
ア
カ
ウ
ン
ト

�https://go.shaxw
are. com

/
?id=72365881

◦
お
問
い
合
わ
せ

住
民
生
活
課
環
境
係

電
話　

８
７
︱
２
１
１
４

■
カ
メ
ム
シ
駆
除
へ
の
助
成
を
始
め
ま
し
た

村
で
は
カ
メ
ム
シ
の
大
量
発
生
に
よ

り
、
事
業
者
等
に
駆
除
を
委
託
し
た
村

民
に
対
し
、
そ
の
駆
除
費
用
の
一
部
を

助
成
し
ま
す
。

●
対
象
者
（
両
方
に
該
当
す
る
方
）

村
内
に
住
所
の
あ
る
村
民
の
方

�

カ
メ
ム
シ
の
駆
除
を
事
業
者
等
に
委

託
し
て
行
っ
た
方

●
対
象
費
用

�

カ
メ
ム
シ
防
除
対
策
と
し
て
事
業
者

等
へ
支
払
っ
た
金
額

●
助
成
額
（
上
限
３
万
円
）

�

総
費
用
の
２
分
の
一

（
千
円
未
満
切
り
捨
て
）

・
申
請
・
お
問
い
合
わ
せ

住
民
生
活
課
環
境
係

電
話　

８
７
︱
２
１
１
４

■
ク
リ
ー
ン
ア
ッ
プ
事
業

　
「
全
村
一
斉
清
掃
週
間
」
に
ご
協
力

い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

４
月
19
日
か
ら
27
日
ま
で
の
ク
リ
ー

ン
ア
ッ
プ
事
業
「
全
村
一
斉
清
掃
週

間
」
実
施
期
間
中
に
各
町
内
・
地
区
会

に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
街
頭
清
掃
を
実

施
し
て
い
た
だ
き
心
よ
り
感
謝
申
し
上

げ
ま
す
。

日
ご
ろ
か
ら
き
れ
い
な
村
が
維
持
さ

れ
て
お
り
ま
す
の
も
、
村
民
の
皆
さ
ま

方
の
活
動
の
お
か
げ
と
思
っ
て
お
り
ま

す
。
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。

■
国
土
利
用
計
画
法
に
基
づ
く
届

出
に
つ
い
て

国
土
利
用
計
画
法
に
規
定
す
る
一
定

面
積
以
上
の
土
地
取
引
を
行
っ
た
場
合

は
、
譲
受
人
（
権
利
取
得
者
）
は
土
地

の
利
用
目
的
及
び
取
引
価
格
等
を
土
地

の
所
在
す
る
市
町
村
に
届
出
す
る
必
要

が
あ
り
ま
す
。

◇
届
出
の
対
象
と
な
る
面
積

◦
市
街
化
区
域
２
千
平
方
メ
ー
ト
ル
以
上

◦
市
街
化
区
域
以
外
の
都
市
計
画
区
域

内
５
千
平
方
メ
ー
ト
ル
以
上

◦
都
市
計
画
区
域
外
１
万
平
方
メ
ー
ト

ル
以
上

◇
届
出
者　

土
地
の
権
利
取
得
者

　
（
買
主
等
）

◇
届
出
期
限　

契
約
締
結
か
ら
２
週
間

以
内

※
提
出
期
限
を
過
ぎ
た
場
合
で
も
、
届

出
書
の
提
出
に
ご
協
力
願
い
ま
す
。

◇
提
出
書
類

◦
土
地
売
買
等
届
出
書

◦
土
地
売
買
等
契
約
書
の
写
し

◦
土
地
の
位
置
を
明
ら
か
に
し
た
縮
尺

５
万
分
の
１
以
上
の
地
形
図

◦
土
地
及
び
そ
の
付
近
の
状
況
を
明
ら

か
に
し
た
縮
尺
５
千
分
の
１
以
上
の

図
面

◦
土
地
の
形
状
を
明
ら
か
に
し
た
縮
尺

２
千
５
百
分
の
１
以
上
の
図
面

◦
委
任
状（
代
理
人
が
届
出
す
る
場
合
）

◇
届
出
部
数

　

各
３
部
（
添
付
書
類
含
む
）

■
国
民
年
金
保
険
料
は
納
付
期
限
ま
で

に
納
め
ま
し
ょ
う

令
和
７
年
４
月
分
か
ら
令
和
８
年
３

月
分
ま
で
の
国
民
年
金
保
険
料
は
、
月

額
１
７
、
５
１
０
円
で
す
。

保
険
料
は
、
日
本
年
金
機
構
か
ら
送

付
さ
れ
る
納
付
書
に
よ
り
、
金
融
機

関
・
郵
便
局
・
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト

ア
で
納
め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

ま
た
、
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
や
ス
マ

ー
ト
フ
ォ
ン
ア
プ
リ
等
を
利
用
し
て
の

納
付
、
そ
し
て
便
利
で
お
得
な
口
座
振

替
も
あ
り
ま
す
。

日
本
年
金
機
構
で
は
、
国
民
年
金
保

険
料
を
納
付
期
限
ま
で
に
納
め
て
い
た

だ
け
な
い
方
に
対
し
て
、
電
話
・
文

書
・
訪
問
に
よ
り
早
期
に
納
め
て
い
た

だ
く
よ
う
案
内
を
し
て
い
ま
す
。

未
納
の
ま
ま
放
置
さ
れ
る
と
、
強
制

徴
収
の
手
続
き
に
よ
っ
て
督
促
を
行

い
、
指
定
さ
れ
た
期
限
ま
で
に
納
付
が

な
い
場
合
は
、
延
滞
金
が
課
さ
れ
る
だ

け
で
は
な
く
、
納
付
義
務
の
あ
る
方

（
※
）
の
財
産
が
差
し
押
さ
え
ら
れ
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
、
早
め
の
納
付

を
お
願
い
し
ま
す
。

所
得
が
少
な
い
な
ど
保
険
料
の
納
付

が
困
難
な
場
合
は
、
保
険
料
が
免
除
・

猶
予
さ
れ
る
制
度
が
あ
り
ま
す
の
で
、

住
民
生
活
課
窓
口
へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

納
付
義
務
者
は
被
保
険
者
本
人
、
連

帯
し
て
納
付
す
る
義
務
を
負
う
配
偶
者

及
び
世
帯
主
で
す
。

■
高
齢
者
用
後
付
け
急
発
進
制
御
装
置

設
置
へ
の
助
成
を
始
め
ま
し
た

村
で
は
や
む
を
得
ず
車
を
乗
り
続
け

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
ご
高
齢
の
方
が
、

安
心
し
て
車
の
あ
る
生
活
を
続
け
る
こ

と
が
で
き
る
よ
う
、
そ
の
設
置
費
用
の

一
部
を
助
成
し
ま
す
。

◦
対
象
者　

65
歳
以
上
の
全
村
民

◦
対
象
費
用　

後
付
け
急
発
進
制
御
装

置
の
購
入
及
び
設
置
に
係
る
費
用

※
但
し
設
置
す
る
装
置
は
国
土
交
通
省

が
認
定
し
て
い
る
機
種
に
限
り
ま
す
。

◦
助
成
額
（
上
限
５
万
円
）
総
費
用
の

５
分
の
４
（
千
円
未
満
切
り
捨
て
）

◦
申
請
・
お
問
い
合
わ
せ

交
通
安
全
室
交
通
安
全
係

電
話　

８
７
︱
２
１
１
４

■
ご
み
分
別
支
援
サ
ー
ビ
ス
「
ゴ
ミ

丸
」
の
サ
ー
ビ
ス
開
始
に
つ
い
て

ご
み
分
別
支
援
サ
ー
ビ
ス
「
ゴ
ミ

丸
」
と
は
、「
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
」
ア
プ
リ
に

【
役
場
か
ら
の
お
知
ら
せ
】

各
種
お
し
ら
せ

LINE でゴミ丸を追加する方法
方 法  １１

方 法  ２２

LINE の QRコードリーダーで左の
QRコードを読み取って追加します。

LINEのの検索より＠gomimaruと
入力して追加します。
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◇
罰
則　

届
出
が
必
要
な
場
合
で
、届
出

を
し
な
か
っ
た
時
は
、６
か
月
以
下
の

拘
禁
刑
ま
た
は
１
０
０
万
円
以
下
の

罰
金
に
処
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

◇
届
出
・
問
い
合
わ
せ
先

企
画
総
務
課
企
画
係

電
話　

８
７
︱
２
１
１
１

Ｆ
Ａ
Ｘ　

８
７
︱
２
７
７
７

Ｅ
メ
ー
ル

ni.kikaku@
vill.nishiokoppe.lg.jp

■
令
和
６
年
度
自
衛
官
募
集
事
務
に
係

る
対
象
者
情
報
の
提
供
に
つ
い
て

当
村
で
は
、
令
和
３
年
度
か
ら
自
衛

隊
に
対
し
募
集
対
象
者
情
報
の
紙
媒
体

に
よ
る
提
出
を
行
っ
て
い
ま
す
。
自
衛

隊
か
ら
対
象
者
の
提
供
依
頼
が
あ
り
令

和
６
年
度
に
提
供
し
た
内
容
は
次
の
通

り
で
す
。

◇
提
供
年
月
日　

令
和
６
年
４
月
５
日

◇
提
供
に
係
る
住
民
の
範
囲

�

平
成
14
年
４
月
２
日
～
平
成
15
年
４

月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
男
女

�

平
成
18
年
４
月
２
日
～
平
成
19
年
４

月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
男
女

︿�

自
衛
隊
へ
の
情
報
提
供
を
希
望
さ
れ

な
い
方
へ
の
対
応
﹀

本
件
は
法
令
に
違
反
す
る
情
報
提
供

で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
情
報
提
供
を
希

望
さ
れ
な
い
場
合
に
は
、
住
民
生
活
課

戸
籍
係
に
申
し
出
を
し
て
い
た
だ
く
こ

と
で
、
自
衛
隊
に
提
供
す
る
名
簿
か
ら

消
除
し
ま
す
。

令
和
７
年
度
募
集
の
対
象
者
情
報
は

既
に
自
衛
隊
へ
提
出
済
み
の
た
め
、
情

報
提
供
を
希
望
さ
れ
な
い
場
合
の
申
し

出
は
令
和
８
年
度
募
集
分
か
ら
と
な
り

ま
す
。

︿�

令
和
８
年
度
自
衛
官
募
集
の
提
供
に

係
る
住
民
の
範
囲
﹀

◦
平
成
16
年
４
月
２
日
～
平
成
17
年
４

月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
男
女

◦
平
成
20
年
４
月
２
日
～
平
成
21
年
４

月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
男
女

■
令
６
年
度
住
民
基
本
台
帳
の
閲
覧
状

況
の
公
表

住
民
基
本
台
帳
法
の
規
定
に
基
づ

き
、
令
和
６
年
４
月
１
日
か
ら
令
和
７

年
３
月
31
日
ま
で
の
住
民
基
本
台
帳
の

一
部
の
写
し
の
閲
覧
状
況
を
公
表
い
た

し
ま
す
。

公
表
制
度
は
閲
覧
制
度
の
透
明
性
を

高
め
、
不
正
な
閲
覧
や
目
的
外
使
用
・

第
三
者
へ
の
提
供
な
ど
を
抑
止
す
る
た

め
設
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

◇
閲
覧
申
請
者

　

①
防
衛
省

　

②
ｒ
ｅ
ｗ
ａ
ｒ
ｄ
株
式
会
社

　
　
（
委
託
者
：
北
海
道
）

◇
申
請
事
由
の
概
要

　

①
陸
上
自
衛
隊
高
等
工
科
学
校
の
生

徒
に
関
す
る
募
集
事
務
の
た
め

　

②
「
令
和
６
年
度
道
民
意
識
調
査
」

に
伴
う
対
象
者
抽
出
の
た
め

◇
閲
覧
年
月
日

　

①
令
和
６
年
５
月
７
日

　

②
令
和
６
年
８
月
７
日

◇
閲
覧
に
来
る
住
民
の
範
囲

　

①
平
成
21
年
４
月
２
日
～
平
成
22
年

４
月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
男
子

　

②
字
上
興
部
に
住
む
満
18
歳
以
上
の

男
女

■
海
上
保
安
大
学
校
学
生
採
用
試
験

◇
受
付
期
間

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

８
月
21
日
㈭
～
９
月
８
日
㈪

※
受
験
申
込
は
「
人
事
院
国
家
公
務
員

試
験
採
用
情
報
Ｎ
Ａ
Ｖ
Ｉ
」
か
ら
行

っ
て
く
だ
さ
い
。

◇
試
験
日
程

第�

一
次
試
験
：
10
月
25
日
㈯
、
26
日
㈰

の
２
日
間

第
一
次
試
験
合
格
発
表
：
12
月
５
日
㈮

第
二
次
試
験
：
12
月
12
日
㈮

最�

終
合
格
発
表
：
令
和
８
年
１
月
15

日
㈭

◇
受
験
資
格

令
和
７
年
４
月
１
日
に
お
い
て
高
等

学
校
又
は
中
等
教
育
学
校
を
卒
業
し
た

日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
２
年
を
経
過

し
て
い
な
い
者
及
び
令
和
８
年
３
月
ま

で
に
高
等
学
校
又
は
中
等
教
育
学
校
を

卒
業
す
る
見
込
み
の
者
等

◇
採
用
（
入
学
）
：
令
和
８
年
４
月

◇
採
用
さ
れ
る
と

海
上
保
安
大
学
校
（
広
島
県
呉
市
）

に
入
学
し
、
本
科
４
年
、
専
攻
科
６
ヶ

月
及
び
国
際
業
務
課
程
３
ヶ
月
の
計
４

年
９
ヶ
月
で
、
海
上
保
安
庁
の
幹
部
と

な
る
た
め
に
必
要
な
教
育
を
受
け
ま
す
。

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
は
学
校
教
育
法
に
基

づ
く
大
学
設
置
基
準
に
準
じ
て
お
り
、

卒
業
時
に
は
「
学
士
（
海
上
保
安
）」

の
学
位
が
授
与
さ
れ
ま
す
。

入
学
と
同
時
に
国
家
公
務
員
と
し
て

採
用
さ
れ
、
給
与
（
月
額
約
20
万
円
）

や
ボ
ー
ナ
ス
（
年
２
回
）
が
支
給
さ
れ

る
ほ
か
、
国
土
交
通
省
共
済
組
合
員
と

し
て
各
種
福
利
厚
生
の
給
付
な
ど
が
受

け
ら
れ
ま
す
。

ま
た
、
入
学
金
や
授
業
料
が
不
要
で

す
。

◇
詳
細
に
つ
き
ま
し
て
は
、
海
上
保
安

庁
Ｈ
Ｐ
の
ご
確
認
、
ま
た
は
紋
別
海

上
保
安
部
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

◇
採
用
情
報
サ
イ
ト
の
ア
ド
レ
ス
及
び

Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド

�https://w
w
w
.kaiho.m

lit.go.jp/
recruitm

ent/enter/adm
ission/

jcga.htm
l

◇
お
問
い
合
わ
せ

紋
別
海
上
保
安
部
管
理
課

電
話
（
０
１
５
８
）
２
３
︱
０
１
１
８

■
海
上
保
安
官
採
用
募
集

（
海
上
保
安
学
校
学
生
採
用
試
験
）

◇
受
付
期
間

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

７
月
11
日
㈮
～
７
月
24
日
㈭

※
受
験
申
込
は
「
人
事
院
国
家
公
務
員

試
験
採
用
情
報
Ｎ
Ａ
Ｖ
Ｉ
」
か
ら
行

っ
て
く
だ
さ
い
。

◇
試
験
課
程

一
般
課
程
（
航
海
・
機
関
・
通
信
・

主
計
・
航
空
整
備
コ
ー
ス
）・
航
空
課

程
・
管
制
課
程
・
海
洋
科
学
課
程

◇
試
験
日
程

第
一
次
試
験
：
９
月
28
日
㈰

第
一
次
試
験
合
格
発
表
：
10
月
15
日
㈬

第�

二
次
試
験
：
10
月
21
日
㈫
～
10
月

30
日
㈭
の
指
定
す
る
日

第�

三
次
試
験
：
12
月
６
日
㈯
～
12
月

16
日
㈫
の
指
定
す
る
日

　

※
航
空
課
程
の
み

最�

終
合
格
発
表
：
11
月
25
日
㈫

※
航
空
課
程
の
み
令
和
８
年
１
月
15
日
㈭

◇
受
験
資
格

令
和
７
年
４
月
１
日
に
お
い
て
高
等

学
校
又
は
中
等
教
育
学
校
を
卒
業
し
た

日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
12
年
を
経
過

し
て
い
な
い
者
及
び
令
和
８
年
３
月
ま

で
に
高
等
学
校
又
は
中
等
教
育
学
校
を

卒
業
す
る
見
込
み
の
者
等

◇
採
用
：
令
和
８
年
４
月

◇
採
用
さ
れ
る
と

海
上
保
安
学
校
（
京
都
府
舞
鶴
市
）

に
入
学
し
、
１
年
間
（
管
制
課
程
は
２

【
国
土
交
通
省
か
ら
の
お
知
ら
せ
】
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年
間
）
で
、
海
上
保
安
業
務
に
必
要
な

知
識
及
び
技
能
を
学
び
ま
す
。

入
学
と
同
時
に
国
家
公
務
員
と
し
て

採
用
さ
れ
、
給
与
（
月
額
約
20
万
円
）

や
ボ
ー
ナ
ス
（
年
２
回
）
が
支
給
さ
れ

る
ほ
か
、
国
土
交
通
省
共
済
組
合
員
と

し
て
各
種
福
利
厚
生
の
給
付
な
ど
が
受

け
ら
れ
ま
す
。

ま
た
、
入
学
金
や
授
業
料
が
不
要
で

す
。

◇
採
用
情
報
サ
イ
ト
の
ア
ド
レ
ス
及
び

Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド

�h
ttp

s://w
w

w
.k

aih
o.m

lit.
go.jp/recruitm

ent/enter/
adm

ission/jcga.htm
l

◇
お
問
い
合
わ
せ

紋
別
海
上
保
安
部
管
理
課

電
話
（
０
１
５
８
）
２
３
︱
０
１
１
８

■
自
筆
証
書
遺
言
書
保
管
制
度
の
ご
案
内

　

～�

ご
家
族
へ
の
最
後
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

を
お
預
か
り
し
ま
す
～

ご
自
分
で
作
成
し
た
自
筆
の
遺
言
書

は
、
法
務
局
に
預
け
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
そ
し
て
、
法
務
局
に
預
け
る
こ
と

に
よ
っ
て
、
紛
失
や
改
ざ
ん
を
防
止
し

て
、
本
人
が
無
く
な
っ
た
場
合
に
、
遺

言
書
が
保
管
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
家
族

に
お
知
ら
せ
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

ま
た
、
遺
言
書
に
は
、
法
律
上
の
遺

言
事
項
の
ほ
か
、
任
意
の
事
項
と
し

て
、
メ
ッ
セ
ー
ジ
な
ど
も
記
載
す
る
こ

と
も
で
き
ま
す
の
で
、
遺
族
間
の
紛
争

を
防
止
す
る
と
と
も
に
、
本
人
が
亡
く

な
っ
た
後
に
ご
家
族
へ
伝
え
た
い
メ
ッ

セ
ー
ジ
を
残
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。

な
お
、
保
管
の
申
請
手
数
料
は
３
、

９
０
０
円
で
、
手
続
き
は
完
全
予
約
制

と
な
っ
て
い
ま
す
。

貴
方
の
最
後
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
大
切

に
保
管
し
ま
す
の
で
、
是
非
、
本
制
度

を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

◦
お
問
い
合
わ
せ
・
予
約
先

旭
川
地
方
法
務
局
紋
別
支
局

電
話
（
０
１
５
８
）
２
３
︱
２
５
２
１

◦
受
付
時
間

平
日
の
午
前
９
時
00
分
か
ら

午
後
５
時
00
分
ま
で

�

（
年
末
年
始
・
祝
日
除
く
）

■
夏
休
み
子
ど
も
企
画

１
．�

題
名　

裁
判
所
っ
て
ど
ん
な
と
こ

ろ
？ 

み
ん
な
で
体
験
！

２
．�

日
時　

７
月
30
日
㈬
午
前
９
時
15

分
か
ら
午
後
０
時
５
分
ま
で

３
．
場
所

　
　

紋
別
市
潮
見
町
１
︱
５
︱
48

　
　

旭
川
地
方
・
家
庭
裁
判
所
紋
別
支
部

４
．�

募
集
人
員　

小
学
校
５
年
生
及
び

６
年
生
の
児
童
18
人

　

旭
川
地
方
裁
判
所
Ｈ
Ｐ
等
か
ら
申
込

み
。
多
数
の
場
合
は
抽
選
。

　

詳
細
は
同
Ｈ
Ｐ
を
参
照
。

５
．
内
容
（
予
定
）

◦ 

模
擬
裁
判
、
模
擬
評
議

◦ 

法
廷
見
学

◦ 

ク
イ
ズ
大
会

◦ 

裁
判
官
へ
の
質
問
タ
イ
ム

６
．
申
込
み
・
問
合
せ
先

　

旭
川
地
方
・
家
庭
裁
判
所

　

紋
別
支
部
庶
務
課

電
話
（
０
１
５
８
）
２
３
︱
２
８
５
６

７
．
そ
の
他　

参
加
無
料
で
す
。
皆
様

の
御
参
加
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

■
自
衛
官
等
採
用

「
募
集
種
目　

一
般
曹
候
補
生

�

（
陸
・
海
・
空
自
衛
隊
）」

◇
資
格　

18
歳
以
上
33
歳
未
満
の
男
女

◇
将
来
の
展
望

「
一
般
曹
候
補
生
」
は
「
自
衛
官
候

補
生
」
と
は
違
い
非
任
期
制
の
採
用
制

度
で
す
。
こ
の
た
め
、
自
衛
官
と
し
て

長
く
活
躍
し
た
い
と
い
う
方
に
ぴ
っ
た

り
の
制
度
で
す
。
ま
た
、
自
衛
隊
に
は

一
般
的
に
想
像
さ
れ
が
ち
な
戦
闘
職
種

だ
け
で
な
く
、
後
方
支
援
な
ど
の
さ
ま

ざ
ま
な
職
種
や
働
き
方
が
存
在
し
、
個

人
に
合
わ
せ
た
キ
ャ
リ
ア
を
描
く
事
が

可
能
で
す
。
自
衛
隊
で
は
、
衣
食
住
を

含
め
た
さ
ま
ざ
ま
な
サ
ポ
ー
ト
を
行
う

こ
と
で
、
あ
な
た
の
「
働
き
た
い
」
想

い
を
全
力
で
支
え
ま
す
。

◇
募
集
期
間

７
月
１
日
㈫
～
９
月
２
日
㈫

◇
試
験
日

�

９
月
13
日
㈯
～
９
月
21
日
㈰
の
う
ち

指
定
す
る
１
日

「
募
集
種
目　

自
衛
官
候
補
生

�

（
陸
・
海
・
空
自
衛
隊
）」

◇
資
格　

18
歳
以
上
33
歳
未
満
の
男
女

◇
将
来
の
展
望

任
期
制
の
採
用
で
、
約
３
か
月
の
教

育
後
に
２
等
陸
（
海
空
）
士
に
任
官

し
、
そ
の
後
約
９
か
月
で
１
等
陸
（
海

空
）
士
、
さ
ら
に
１
年
後
に
陸
（
海

空
）
士
長
に
昇
任
し
ま
す
。
任
期
満
了

時
に
所
定
の
退
職
金
を
受
け
取
り
、
自

衛
官
を
継
続
す
る
か
再
就
職
す
る
か
を

選
択
す
る
こ
と
が
出
来
ま
す
。

継
続
を
選
択
し
た
場
合
、
選
抜
試
験

に
合
格
し
昇
任
す
れ
ば
定
年
ま
で
自
衛

官
と
し
て
働
く
こ
と
が
出
来
ま
す
。
再

就
職
に
お
い
て
も
資
格
取
得
等
、
万
全

の
援
護
体
制
で
高
い
就
職
率
を
保
持
し

て
い
ま
す
。

◇
募
集
期
間

年
間
を
通
し
て
募
集
し
て
い
ま
す
。

◇
試
験
日

毎
月
、
実
施
し
て
い
ま
す
。

「
募
集
種
目　

予
備
自
衛
官
補
」

◇
資
格

一
般
公
募

�

自
衛
官
未
経
験
者
（
自
衛
官
で
あ
っ

た
期
間
が
１
年
未
満
の
者
も
含
む
）

18
歳
以
上
52
歳
未
満

◇
将
来
の
展
望

一
般
の
社
会
人
や
学
生
と
い
っ
た
自

衛
官
未
経
験
者
が
、
所
定
の
教
育
訓
練

を
修
了
後
に
「
予
備
自
衛
官
」
と
な
る

制
度
で
す
。
予
備
自
衛
官
は
、
普
段
、

そ
れ
ぞ
れ
の
職
業
に
従
事
し
な
が
ら
予

備
自
衛
官
と
し
て
必
要
な
知
識
・
技
能

を
維
持
す
る
た
め
定
期
的
に
訓
練
を
受

け
、
有
事
の
際
に
は
自
衛
官
と
な
っ
て

後
方
の
警
備
や
後
方
支
援
、
又
は
国
民

の
保
護
の
た
め
の
措
置
な
ど
に
従
事
し

ま
す
。

◇
募
集
期
間

５
月
24
日
㈯
～
９
月
11
日
㈭

◇
試
験
日

９
月
13
日
㈯
～
９
月
29
日
㈪

（
い
ず
れ
か
１
日
を
指
定
さ
れ
ま
す
）

◇
お
問
合
せ
先

自
衛
隊
旭
川
地
方
協
力
本
部

紋
別
地
域
事
務
所

電
話
（
０
１
５
８
）
２
３
︱
２
６
９
６

　

�

募
集
担
当
：
辻
山

【
法
務
局
か
ら
の
お
し
ら
せ
】

【
そ
の
他
】
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思思いやりのいやりの心心をを育育てようてよう
人権の花運動

　6 月 16 日に旭川法務局紋別支局の佐藤裕明支局長、人権擁護委員の大原敏彦委員、
藤田麻美委員が西興部小学校を訪れ、「人権の花運動」花苗の贈呈式が行われました。
　この運動は、子どもたちが花を植え、育てる体験を通じて、相手を思いやる心を育
み、命の大切さを実感してもらう事を目的に行なわれています。
　贈呈式の後に、生徒全員で協力しながらプランターに花植えをおこないました。
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　中山間地域等直接支払制度は、農業生産条件が不利な地域における農業生産活動を継続するため、
平成 12年から国および地方自治体が支援を行う制度として実施され、耕作放棄地の未然防止や、
適正な農地の維持活動、生産条件の改善等の取り組みを実施し、令和 2年度～令和 6年度までの
第 5期対策の活動を終え、令和 7年度は第 6期対策の初年度として、引き続き関係者が一丸とな
って地域農業が将来にわたって維持されるよう未利用農地の防止や生産性向上の取り組みを強化し
ていくこととしております。

令和６年度交付金使途の内訳………………………………………………
　Ⅰ 西興部集落協定（農業者：10戸・生産組織：2団体・農業生産法人：4法人）
　　①　交付金総額	 	 	 １３, １０９千円
　　②　農業者への配分	 	 	 　７, ６６２千円（交付額の 1/2 以上）
　　③　共同取り組み活動への配分	 　５, ８５３千円
　　④　共同取り組み活動の実績

項　　　目 取り組み内容 金　　額
集落の管理体制費 役員報酬 １, ０００千円
農地保全体制整備 農用地保全マップ修正 １, ４７５千円
農業生産活動 土改剤共同購入・散布 ３, ２４０千円
そ の 他 土地データー情報使用料等 １３８千円

合　　計 ５, ８５３千円

　　　　　※令和 5年度からの繰越額（４０６千円）を含んだ取り組み総額　１３, ５１５千円

　Ⅱ オホーツクはまなす広域連携育成牧場集落（札滑公共牧場関係）
　　①　交付金総額	 	 	 ５，８５２千円（全額共同取り組みとして交付）
　　②　共同取り組み活動の内容

項　　　目 取り組み内容 金　　額
集落の管理体制費 役員報酬、事務人件費 １３９千円
施設補修・共有車両 水道施設・牧童修繕、家畜車導入 ６, ４４９千円
そ の 他 土地データー情報使用料 １２千円

合　　計 ６, ６００千円

　　　　　※�令和 5年度からの繰越額（７４８千円）を含んだ取り組み総額　６, ６００千円

中山間地域直接支払交付金事業の
取り組み実績

令和６年度

令和７年度赤十字運動（募金活動）のお礼
　村民の皆さまには、赤十字運動にご理解とご支援を賜り厚くお礼申し上げます。
　今年度も 5月の赤十字運動月間にあわせた募金運動で、145,406 円の募金をいただきまして、
誠にありがとうございました。
　皆さまからの募金は、人道・博愛・平和の理念を基盤に世界の国々と手を結び、人類の幸せ
と世界の平和のため、国内はもとより国際的な救済活動や血液事業等に使われております。
　このたびの温かいご協力に対しまして、心からお礼申し上げます。

� 日赤西興部村分区長（西興部村長）　菊 池　　博
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帯
状
疱
疹
に
つ
い
て

暖
か
い
日
が
増
え
て
き
ま
し
た

が
、
時
に
は
寒
い
日
も
あ
り
、
気

温
の
急
激
な
変
化
に
疲
れ
が
溜
ま

っ
て
い
ま
せ
ん
か
？ 

今
回
は
、

疲
労
な
ど
が
き
っ
か
け
で
発
症
す

る
帯
状
疱
疹
に
つ
い
て
、
そ
の
症

状
と
治
療
、
予
防
方
法
に
つ
い
て

お
伝
え
し
ま
す
。

【
帯
状
疱
疹
と
は
】

帯
状
疱
疹
は
、
水
ぼ
う
そ
う
と

同
じ
「
水
痘
・
帯
状
疱
疹
ウ
イ
ル

ス
」
に
よ
っ
て
、
帯
状
に
発
疹
や

疼
痛
が
現
れ
る
皮
膚
の
病
気
で

す
。
過
去
に
水
ぼ
う
そ
う
に
か
か

っ
た
方
の
身
体
に
ウ
イ
ル
ス
が
潜

ん
で
い
て
、
疲
労
や
体
調
不
良
、

加
齢
に
よ
る
免
疫
力
低
下
を
き
っ

か
け
に
、
ウ
イ
ル
ス
が
再
活
性
し

発
症
し
ま
す
。

【
症
状
に
つ
い
て
】

●
最
初
は
か
ゆ
み
や
皮
膚
の
違
和

感
、
ヒ
リ
ヒ
リ
と
し
た
軽
い
痛

み
が
現
れ
ま
す
。

●
数
日
後
、
赤
い
斑
点
状
の
発
疹

や
水
ぶ
く
れ
が
神
経
に
沿
っ
て

帯
状
に
現
れ
ま
す
。
人
に
よ
っ

て
は
頭
痛
や
発
熱
、
倦
怠
感
を

生
じ
る
方
も
い
ま
す
。

●
水
ぶ
く
れ
は
か
さ
ぶ
た
に
な
っ

た
後
、
約
１
か
月
程
度
で
通
常

の
皮
膚
に
戻
り
ま
す
。

【
合
併
症
に
つ
い
て
】

●
帯
状
疱
疹
後
神
経
痛

皮
膚
症
状
が
治
っ
た
後
も
、
３

か
月
以
上
痛
み
が
続
く
こ
と
を
帯

状
疱
疹
後
神
経
痛
と
言
い
ま
す
。

帯
状
疱
疹
の
痛
み
が
強
い
方
、
皮

膚
症
状
が
重
症
な
方
が
な
り
や
す

い
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

●
角
膜
炎
、
結
膜
炎

眼
の
周
囲
に
帯
状
疱
疹
を
発
症

し
た
場
合
、
角
膜
炎
な
ど
の
眼
の

病
気
を
合
併
す
る
リ
ス
ク
が
あ
り

ま
す
。

【
治
療
に
つ
い
て
】

ウ
イ
ル
ス
を
退
治
す
る
抗
ウ
イ

ル
ス
薬
や
痛
み
を
抑
え
る
鎮
痛
薬

を
使
い
ま
す
。
抗
ウ
イ
ル
ス
薬

は
、
発
疹
が
出
て
か
ら
３
日
以
内

に
飲
み
始
め
る
こ
と
が
望
ま
し
い

と
言
わ
れ
て
お
り
、
発
疹
に
気
づ

い
た
ら
早
め
に
医
療
機
関
を
受
診

し
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
治
療
中
は

発
疹
部
分
を
冷
や
さ
な
い
よ
う
に

注
意
し
、
痛
み
が
強
い
場
合
は
お

風
呂
で
温
ま
る
こ
と
で
痛
み
が
和

ら
ぐ
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

【
予
防
す
る
た
め
に
…
…
】

①
生
活
習
慣
を
整
え
る

栄
養
バ
ラ
ン
ス
を
意
識
し
た
食

事
、
十
分
な
睡
眠
、
適
度
な
運
動

を
取
り
入
れ
て
体
力
を
向
上
さ
せ

る
こ
と
が
、
病
気
の
予
防
に
繋
が

り
ま
す
。

②
予
防
接
種
を
受
け
る

日
本
の
成
人
の
約
９
割
が
水

痘
・
帯
状
疱
疹
ウ
イ
ル
ス
を
保
持

し
て
い
る
と
言
わ
れ
て
お
り
、
水

ぼ
う
そ
う
発
症
の
有
無
に
関
わ
ら

ず
、
帯
状
疱
疹
の
予
防
を
す
る
こ

と
が
大
切
で
す
。

村
で
は
、
50
歳
以
上
を
対
象
と

し
た
予
防
接
種
費
用
の
助
成
を
実

施
し
て
い
ま
す
。
対
象
年
齢
の
方

は
是
非
接
種
を
ご
検
討
く
だ
さ

い
。
詳
細
に
つ
い
て
は
４
月
に
配

付
し
た
回
覧
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
帯
状
疱
疹
に
か
か
っ
た
こ

と
の
あ
る
方
も
再
発
予
防
と
な
る

た
め
、
予
防
接
種

を
ご
検
討

く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ 

保
健
福
祉
課 

保
健
係

�

℡
８
７
―
２
１
１
４

保
健
師
だ
よ
り

保
健
師
だ
よ
り

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー『
里り

住ず

夢む

』だ
よ
り

　

み
な
さ
ん
、
こ
ん
に
ち

は
！ 

い
よ
い
よ
暑
い
夏

が
や
っ
て
き
ま
し
た
。

　

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
「
里
住
夢
」

で
は
、
毎
月
、
親
子
で
楽
し
め
る
イ
ベ

ン
ト
や
、
保
護
者
の
方
が
ほ
っ
と
一
息

つ
け
る
場
所
を
用
意
し
て
い
ま
す
。
初

め
て
の
方
も
大
歓
迎
で
す
。
ど
う
ぞ
お

気
軽
に
遊
び
に
来
て
く
だ
さ
い
！

☆
毎
週
火
曜
日
は
【
遊
び
の
広
場
】
で
す

　

夏
な
ら
で
は
の
楽
し
い
遊
び
が
盛
り

だ
く
さ
ん
♪　

砂
場
あ
そ
び
、
寒
天
あ

そ
び
、
水
あ
そ
び
な
ど
、
親
子
で
一
緒

に
季
節
の
遊
び
を
楽
し
み
ま
し
ょ
う
。

　

ベ
ラ
ン
ダ
に
は
プ
ー
ル
を
出
し
、
じ

ょ
う
ろ
で
シ
ャ
ワ
ー
ご
っ
こ
を
し
た

り
、
０
歳
児
さ
ん
向
け
に
は
少
量
の
水

を
張
っ
た
た
ら
い
を
用
意
し
て
、
安
心

し
て
水
遊
び
が
で
き
る
よ
う
工
夫
し
て

い
ま
す
。

　

ま
た
、
お
う
ち
で
は
な
か
な
か
体
験

で
き
な
い
感
触
・
感
覚
あ
そ
び
（
寒

天
、
絵
の
具
な
ど
）
も
取
り
入
れ
て
い

ま
す
。
い
ろ
い
ろ
な
遊
び
を
通
し
て
、

お
子
さ
ん
の
心
と
体
へ
の
刺
激
と
経
験

に
な
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

●
持
ち
物
：
水
遊
び
用
お
む
つ
、
体
を

拭
く
タ
オ
ル
、
着
替
え
、
帽
子
を
お
持

ち
く
だ
さ
い
。

☆
毎
週
水
曜
日
は
【
ほ
っ
と
広
場
】
で
す

　

保
護
者
の
み
な
さ
ん
の
交
流
や
リ
フ

レ
ッ
シ
ュ
の
場
と
し
て
、
気
軽
に
お
立

ち
寄
り
い
た
だ
け
る
ス
ペ
ー
ス
で
す
。

お
茶
を
飲
み
な
が
ら
の
お
し
ゃ
べ
り
会

や
、
フ
ラ
ワ
ー
ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト
、
草

木
染
な
ど
の
体
験
、
助
産
師
に
よ
る
タ

ッ
チ
ケ
ア
や
ヨ
ガ
、
育
児
・
産
前
産
後

の
相
談
な
ど
も
行
っ
て
い
ま
す
。
お
困

り
ご
と
が
あ
れ
ば
、
お
気
軽
に
担
当
保

育
士
に
声
を
か
け
て
く
だ
さ
い
。

　

お
む
つ
替
え
や
授
乳
の
ス
ペ
ー
ス
も

完
備
し
て
い
ま
す
。

　

保
護
者
同
士
、
お
子
さ
ん
同
士
の
楽
し

い
交
流
の
場
と
し
て
、
ま
た
子
育
て
の
悩

み
や
疑
問
を
話
し
合
え
る
情
報
交
換
の
場

と
し
て
、
ぜ
ひ
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

　

○
開
館
日

　
　

月
～
金
曜
日
（�

土
・
日
・

　
　

年
末
年
始
・
祝
祭
日
は
休
館
）

　

○
開
館
時
間

　

 

（
５
月
～
９
月
）
午
前
10
時
～
午
後
４
時

　

○
問
い
合
わ
せ

　
　
保
健
福
祉
課　

℡
８
７
―
２
１
１
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北海道の春 ― 花にあふれた冒険
春がやってきました。この記事を読んでいる頃には、き

っと夏になっていることでしょう！ 北海道は春が世界で
一番美しい場所なのではと思うほど、あちこちに花が咲き
乱れています。私は花が大好きで、4 月のクロッカスに始
まり、5 月の桜、芝ざくら、チューリップと、次々に咲い
ていく様子を楽しんでいます。北海道の森や道端にはラッ
パスイセンが咲き誇り、本当に見事です。

私が育ったアメリカ・アラスカ州のフェアバンクスでは、
チューリップやスイセンのような球根から育つ花は、長く
厳しい冬を越せません。今住んでいるジュノー（フェアバ
ンクスより少し暖かい地域）では、少しだけ咲くこともあ
りますが、北海道のように広大に咲くことはありません。
今年の春は本当に特別な経験になりました。

残念ながら、冬に西興部の家に植えた球根は咲きません
でした。植えるのが遅すぎたのと、浅すぎたのが原因かも
しれません。でも、次の冬にまた挑戦するつもりです！ 今
週は、一年草の花や芝ざくら、スイセン、そしてツツジの
苗を家の周りに植えました。アラスカでは育たない植物な
ので、いろいろ試してみたくなります。

ゴールデンウィークには、息子のベンと一緒に北海道各
地の花を見に出かけました。松前、函館、そして北海道最
南端の白神岬までドライブしました。車中泊を 2 泊、ホテ
ルに1泊しました。（ゴールデンウィーク期間は料金が高い
ですね！）クリスマスの旅行は「鳥」がテーマでしたが、
今回の旅は完全に「花」がテーマでした。

偶然にも、桜がちょうど満開の時期に訪れることができ
ました。オニウシ公園、五稜郭、松前城で満開の桜の下を
何時間も歩きました。本当に圧倒される美しさでした。松
前城では、小さなお花見もして、桜の下で桜アイスを食べ
ました。教育委員会の同僚たちと分けるために、桜もちも
買いました。

帰宅すると、西興部でもちょうど桜が咲き始めていまし
たが、1 週間後にはほとんど散ってしまいました。桜の季
節は本当にあっという間ですね。少し寂しい気持ちにもな

ALT講師の滞在記ALT講師の滞在記
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りましたが、すぐに次の花が咲き始め、気分も晴れました。この
前の週末には、滝上町の芝ざくら公園と、上湧別のチューリップ
公園に行きました。どちらも素晴らしく、甲乙つけがたい美しさ
でした。滝上は自然の中で穏やかに広がる色彩、上湧別は整然と
並んだ強い色彩。それぞれの魅力に感動しました。こんなに多く
の種類のチューリップがあるとは知りませんでした！

以前の広報でお話ししたかもしれませんが、私は日本の「ガラ
スの浮き玉（漁具）」に夢中です。4 月初めにはサロマ湖まで出か
けて、湖岸で浮き玉を探しました。雪が溶け、雑草が生い茂る前
の絶好のタイミングでした。実際に砂浜で見つけたのは一つだけ
でしたが、草むらの中から半分埋まったものをいくつも発見し、
大きさ 30 センチの「お宝」も見つけました。本当に宝探しのよう
で、楽しくて仕方ありませんでした。日本がますます好きになり
ました。

さらに、ゴールデンウィークの旅の途中で立ち寄った小樽の
「浅原硝子製造所」でも、浮き玉への愛が深まりました。ここでは
1903 年から浮き玉を作っていて、今も飾り用として製造が続いて
います。古い瓶や壊れた浮き玉、蛍光灯などのリサイクルガラス
で作っているそうです。工場内には、吹きガラスに使う道具や型、
窯、レンガの炉があり、とても興味深かったです。ここではガラ
ス吹きの体験教室も行っていますが、今回は時間がなく断念しま
した。なので、アラスカに帰る前にもう一度訪れて、自分で浮き
玉を作ってみたいと思っています。

4 月から新学期が始まりました。アメリカでは 8 月から 5 月が
学年の区切りなので、まだ少し不思議な感じがしますが、すでに
学校のリズムにも慣れて、生徒たちのこともわかってきました。
まだ日本語はあまり話せませんし、知らないこともたくさんあり
ますが、日本での暮らしにだんだん慣れてきました。ベンと私は、
さまざまな工夫をしながら生活しています。もう「迷子」ではな
い感覚です。

私は西興部の子どもたちが大好きです。これまでの教員人生で
出会った中で、一番優しい子どもたちだと感じています。また、
大人の英会話クラスもとても楽しく続けています。生徒というよ
り、もはや友人のような存在で、私たちを日常生活の中にも温か
く迎え入れてくれています。

私は去年から引き続き興部の女声合唱団で歌っています。週に
2 回の練習は、私の生活の中でもとても楽しい時間です。10 月の
コンサートや、11 月の札幌での演奏旅行に向けて練習中で、とて
もワクワクしています。合唱団の仲間とのつながりは、まるで高
校生に戻ったような楽しさです！

この夏、個人的にも楽しみなことがあります。7 月には長男夫
婦に 4 人目の孫が生まれる予定で、またおばあちゃんになれるの
が楽しみです。そして同じく 7 月に、娘のエミリーが西興部に遊
びに来てくれます。私たちは東京で待ち合わせをし、一緒に観光
をしてから、ベンとフェリーでゆっくりと北海道まで戻ってくる
予定です。富士山も見られたらいいなと思っています。

西興部の皆さんの温かさと親切に、改めて心から感謝していま
す。こちらに来て、もうすぐ 1 年。あっという間でした。そして
残りの時間もきっと、すぐに過ぎてしまうと思います。来年 7 月
に離れることを考えると、今から寂しい気持ちになります。本当
に、たくさんの素晴らしい経験をベンと私に与えてくださり、あ
りがとうございました。残された時間も、ワクワクする冒険がた
くさん待っていると思うと楽しみです。
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人のうごき
（6月 30日現在）

〔3月 31日対比〕

人　　口	 　　９３８人	（＋ 1人）
　 男 	 ４７５人	（− 2人）
　 女 	 ４６３人	（＋ 3人）
世 帯 数	 ６３２戸	（　 0戸）

こ
の
度
、
今
英
夫
氏
が
令
和
７
年
２
月
１
日
付
け
で
、
令
和
７
年
春
の
叙

勲
、
瑞
宝
単
光
章
を
浴
さ
れ
、
去
る
３
月
27
日
に
菊
池
村
長
よ
り
叙
勲
伝
達
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

今
英
夫
氏
は
西
興
部
消
防
団
員
と
し
て
昭
和
34
年
か
ら
平
成
10
年
ま
で
38
年

間
に
わ
た
り
地
域
防
災
に
尽
力
さ
れ
、
平
成
10
年
か
ら
は
第
２
分
団
の
分
団
長

に
昇
格
さ
れ
、
防
火
思
想
の
普
及
、
消
防
行
政
の
発
展
と
、
地
域
住
民
の
安
全

安
心
に
貢
献
を
さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
功
績
は
顕
著
な
も
の
と
認
め
ら
れ
、
受
章
と
な
っ
た
も
の
で
す
。

～
草
取
り
・
水
ま
き
に
も 

　
　
　
　
　
ご
協
力
を
願
い
ま
す
～

第
30
回
を
迎
え
た
「
我
が
村
は
美
し
く
事
業
」
は
、

６
月
14
日
に
行
わ
れ
、
た
く
さ
ん
の
子
ど
も
た
ち
を
は
じ
め
、
村
民
の
皆
様
、

事
業
所
、
村
外
の
関
係
機
関
な
ど
か
ら
総
勢
３
０
０
名
を
超
え
る
参
加
が
あ
り

ま
し
た
。

当
日
、
参
加
者
の
皆
さ
ん
は
、
上
興
部
・
西
興
部
両
市
街
地
に
村
の
イ
メ
ー

ジ
カ
ラ
ー
で
あ
る
オ
レ
ン
ジ
色
の
マ
リ
ー
ゴ
ー
ル
ド
約
５
、
０
０
０
株
の
植
え

付
け
の
他
、
国
道
沿
い
の
イ
タ
ド
リ
や
雑
木
の
除
去
作
業
な
ど
に
汗
を
流
し
ま

し
た
。

秋
ま
で
き
れ
い
な
花
が
楽
し
め
る
よ
う
、
草
取
り
や
水
ま
き
な
ど
地
域
の
皆

さ
ま
の
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

令
和
７
年
春
の
叙
勲

令
和
７
年
春
の
叙
勲

今今  
英
夫
英
夫
氏氏  

瑞
宝
単
光
章
を
受
章

瑞
宝
単
光
章
を
受
章

第第
3030
回回  

我
が
村
は
美
し
く
事
業

我
が
村
は
美
し
く
事
業

��

６
月
６
月
1414
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公益財団法人 北海道市町村振興協会

発売期間 ７/11金〜８/11月
抽せん日 ８/21木７月11日金２種類同時発売！

各１枚 300円

クーちゃん サマージャンボ７億円サマージャンボ７億円
� （１等５億円・前後賞各１億円合わせて）

サマージャンボミニ５千万円サマージャンボミニ５千万円
� （１等３千万円・前後賞各１千万円合わせて）
この宝くじの収益金は市町村の明るく住みよいまちづくりに使われます。


